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１．機能検査立上げの背景

➢ 廃棄物処理法には最終処分場に関する機能検査 
の規定が法制化されていない

➢ 処分場に関するトラブルが散見
→誰に相談したらよいのか？
専門の相談相手があまりいない

 →トラブルによる安全・安心の喪失（対地元）

 →廃止に向かいたいが、どのようにしたらよいか
 わからない（調査、判断、手続き）
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１．機能検査立上げの背景

➢ トラブル発生時には損害が大きい

➢ トラブルの未然防止方法がわからない

➢ 最終処分場の長期間の管理が必要となった
・３Ｒ推進の効果で最終処分量が減少
・処分場の更新が困難
・廃止基準が達成できない
・最終処分場の延命化、長寿命化
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１．機能検査立上げの背景

➢不十分な施設管理・埋立管理で運営された最
終処分場を

   ①適切に運営管理できる 人材の育成  

   ②機能検査者による専門的アドバイスにより、
地域に受け入れられる安心・安全な最終処
分場の実現を目指す。

➢2005年(平成17年)に資格制度を立ち上げ
2010年(平成22年)廃棄物処理法により定期

    検査の義務化
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２．機能検査者の認定

①機能検査者認定試験
 ・認定試験実施の公告（毎年 7/1)
 ・認定試験受験申請
 ・受験票、試験案内の送付
 ・認定試験講習（ﾃｷｽﾄ利用）､試験（毎年 11/中旬）
 ・試験：共通問題、選択問題（OP、CS、WT）
 ・採点、合格通知、機能検査者登録
②更新講習（３年毎）
 ・更新講習開催の連絡
 ・更新講習（毎年 2/中旬、法改正、トラブル事例等）
 ・登録証の交付（即日）
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第８回ｲﾝﾌﾗﾒﾝﾃﾅﾝｽ大賞受賞
インフラメンテナンス大賞は、日本国内における社会資本

のメンテナンスに係る優れた取組や技術開発を表彰し、好事
例として広く紹介することにより、我が国のインフラメンテ
ナンスに関わる事業者、団体、研究者等の取組を促進し、メ
ンテナンス産業の活性化を図るとともに、インフラメンテナ
ンスの理念の普及を図ることを目的として実施するもの。

受 賞：環境大臣賞

団体名：特定非営利活動法人最終処分場技術システム研究協会

案件名：廃棄物最終処分場の機能検査者育成
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トラブル事例
オープン型

※パンフレットより）
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トラブル事例
被覆型

※パンフレットより）
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トラブル事例
水処理施設
※パンフレットより）
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２．機能検査の種類・内容

【機能検査の種類】 ※第３者の立場で実施

■基本型機能検査
 最終処分場の重要個所の検査（現場踏査）
既存資料を調査して、設備・システムの機能
評価を行う。必要な場合は、改善提案する。

■標準型機能検査
上記検査で不具合部分が指摘された設備等
の詳細機能検査。詳細に材料や設備について、
機能性の評価、改善策等を検討する。
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【機能検査の内容1】
■基本型機能検査
    （オープン型、被覆型、浸出水処理施設共通）
（1） 現地踏査

検査対象施設全体に対して、１日間の現地踏査を
行い、各施設の状況を目視を中心として調査する。

（2） 資料調査
これまでに当該事業者が本施設において整理され
てして埋立のトレンドや浸出水の資料、改造工事
の記録などの提供を受け、最終処分場の機能につ
いての調査を行なう。
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【機能検査の内容2】
■標準型機能検査（オープン型、被覆型共通）
（1）現地調査及び検査

最終処分場の各設備の維持状況について、目視
や計器による測定等により確認するとともに、
施設全体の維持管理状況を確認し、最終処分場
機能の検査を行なう。 なお、各設備の機能検査
は、3日間程度の現場調査。

（2）資料調査
これまでに当該事業者が本施設において整理さ
れている埋立のトレンドや浸出水の資料、改造
工事などの記録などの提供を受け、最終処分場
機能についての調査・分析を行なう。
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【機能検査の内容3】
■標準型機能検査（浸出水処理施設）
（1）ソフトウエア検査

本施設における浸出水関連データ（水量、原水水
質、放流水質等の水質分析結果）、運転管理記録
等をもとに、浸出水処理機能の検査を行なう。

（2）ハードウエア検査
浸出水処理施設の各設備の維持状況について、目
視や計器による測定などにより確認するとともに、
浸出水処理施設全体の維持管理状況を確認し、浸
出水処理機能の検査を行います。なお、各設備の
機能検査は、３日程度の現場調査とする。
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３．LSAが提案する機能検査制度

• 検査の時期

定期検査：契約不適合終了時、5年毎、閉鎖後

臨時検査：災害（地震、豪雨等）後、

休止後の再開時

• 検査の判断基準

Ａ 現状で充分機能を発揮できる

Ｂ 提言内容の遵守で機能を発揮できる。

Ｃ 補修や詳細検査を必要とする。

（備考）Ｂは放置すると、Ｃに移行し易い
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４．機能検査事業等のトレンド

• 機能検査資格者の育成
（講習会、試験制度、更新制度で人材育成

：2005年～）

• 運営・維持管理での機能検査

（東北地区産廃処分場機能検査：2007年）

• 建設工事の際、機能検査資格者を配置

（H県Ａ町の遮水工事で採用、2018年）

• 処分場関連調査の際、機能検査資格者を配置

（S県S市のコンサル業務で採用、2021年）
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環境省から認定

機能検査者事業は、2014年に環境省の人材育成
事業に登録され、最終処分場の技術者の人材育成
を行うことを主要な事業としている。

この事業活動は毎年、環境省に報告している。
本資格は、最終処分場で維持管理される方は勿論
のこと、最終処分場の計画、設計、施工、以後の
トラブル対応検討のコンサルにも有用な資格と
なってきた。また実施件数も増加してきた。

現在、合格者（延べ）は309名（475資格（延
べ）、2026年4月時点）と母数は増加している。
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終わりに

地域住民から信頼される

安心・安全な最終処分場の運営のために

ＬＳＡの機能検査制度をご活用頂ければ

幸いです

ご清聴ありがとうございました
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